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質　　問 回　　答

1

定期的性能チェック制度について、抗菌製品
について開始されたとのことですが、カビ・
ウイルス認証のものについては今後どのよう
な予定でしょうか？

2021年度から、抗菌加工製品を対象とし、5年に一度の

頻度で制度をスタートしました。一巡（5年）後に複数
のカテゴリーで製品登録がある会員は、どれか一製品を
選んで製品を提出していただく予定です。例えば、抗菌
加工製品、防カビ加工製品、抗ウイルス加工製品の3カ
テゴリーを登録している会員は、それらの内からどれか
一製品を提出するものです。

2

P8抗ウイルス加工剤の抗ウイルス性試験法
について、「当事者間で水に溶解し難い加工
剤も測定可能」当事者間とは？ご教授願いま
す。

説明のあった試験方法は水溶性の加工剤を対象としてい
ます（静置法）が、水に溶けにくい加工剤であっても、
試験依頼者と試験機関とで協議し、この方法を適用する
ことが可能との意味です。基準値を満たせば、勿論登録
可能です。

3

抗アレル委員の発表について、名称の見直し
をした場合の運用開始目途はいつ頃になるで
しょうか。

試験方法は2025年度までには確立できると考えており
ますが、制度設計と薬機法等を考慮した表記の検討には
やや時間がかかると予想しています。運用開始の時期は
未定です。

4

抗ウイルスの定期性能チェックは2025年度
から運用される見込みですか？企業側の費用
負担はどの程度をイメージしたらよいでしょ
うか。

2021年から抗菌加工製品を対象として制度を開始しま
した。抗菌加工製品で一巡した後に、対象を防カビ加工
製品と抗ウイルス加工製品にも広げる予定であり、
2026年度からの見込みです。会員の費用負担に関して
は、具体的な費用は未定ですが、抗菌加工製品の場合と
同様にSIAAが試験費用の一部を負担する予定です。

5

SIAA登録情報の更新制度が来年度から始ま
ると記憶していますが予定通りでしょうか。

登録情報の更新に関して、マニュアル26（HPでご確認

ください）を定めました。2023年度からスタートして

おり、2023年度は2019年以前の入会会社への品質管理

に関わる情報を確認しています。2024年度はOEM先の
マーク表示や広告等の確認を依頼する予定です。
なお、会社の住所、窓口担当者、管理責任者や登録製品
の変更等は、その都度、事務局に連絡いただくことを原
則としています。

以上

日頃よりSIAAの活動にご協力いただき、ありがとうございます。

また、委員会活動報告会（2/5）にご参加いただき、ありがとうございました。

当日、ZOOMのQ&A機能で頂いたご質問とその回答を次の纏めましたので、ご参考にしてください。
他にもご質問がございましたら、事務局までお問い合わせください。


